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■緑地 

名  称 面積 備考 

環境緑地 約 1,600 ㎡ 新設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地区計画とは、土地や建築物の所有

者など地区の皆さんが合意を図りな

がら道路や公園などの配置、建築物の

用途、容積率、高さ、色やデザイン等

のルールをきめ細かく定め、そのルー

ルに基づいて建築行為等を行うこと

により、より良いまちづくりをすすめ

る手法のひとつです。 

  地区の特性に応じて必要な項目

を選択してルールを定めることがで

きます。 

決められたルールを都市計画とし

て決定するとともに、建築物等に関す

る事項を三鷹市の条例として定める

ことで、実行性の確保を図っていくこ

とができます。 

 

■道路 

名  称 幅員 延長 

区画道路１号 6．0ｍ 約３２ｍ 

  

地区計画計画図 

地区施設の配置・規模 

地区計画とは 

 

 

 

 

●都市計画決定告示日 

 平成 17 年 11 月 11 日決定告示 

●都市計画審議会諮問・答申 

平成 17 年 10 月 26 日付議 

●都市計画案の公告・縦覧 

 平成 17 年 9 月 16 日～30 日 

●地区計画原案の公告・縦覧 

 平成 17 年 7 月 25 日～8 月 8 日 

●地区計画原案の説明会 

 平成 17 年 7 月 28 日 

●地区計画素案の説明会 

 平成 17 年 6 月 30 日 

 

都市計画決定 

 

 



 

 

 

名    称 法政大学付属中・高等学校周辺地区地区計画 

位    置 三鷹市牟礼四丁目地内 

面    積 約４．０ｈａ 

地 区 計 画 の 目 標   本地区は、玉川上水緑地の一部と玉川上水に隣接する法政大学付

属中・高等学校用地等から構成され、緑と水に恵まれた地域に位置

している。玉川上水は、歴史を伝える文化財であるとともに、「緑

と水の基本計画」においても河川ルートの一つとして重要な位置付

けにあり、本市が目標とする「緑と水の公園都市」を実現するため

の貴重な資源である。また、玉川上水沿いには武蔵野の面影を伝え

る雑木林や農地が多く存在するとともに、周辺には低層の戸建住宅

を中心とする住宅地が形成されている。 

本地区計画は、玉川上水及びその周辺の環境に配慮するととも

に、特別文教・研究地区の趣旨を踏まえて、土地の適正かつ有効な

利用を図り、玉川上水の自然環境等周辺環境と調和のとれた良好な

景観の形成及び保全を図る。 

 

 

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土 地 利 用 の 

方 針 

玉川上水の自然環境及び周辺の住宅地との調和を図るとともに、

既存の緑地等の保全及び活用並びに新たな緑地等の整備を行い、武

蔵野の原風景の保全・創出を図る。 

建築物等が緑に囲まれるよう敷地外周部に緑化施設の対象とな

る中高木を適切に配置し、良好な景観の形成を図る。 

 

 

地 区 施 設 の 

整 備 方 針 

地区内に緑地を整備するとともに、地区の南側道路を区画道路と

して位置付ける。 

建 築 物 等 の 

整 備 方 針 

玉川上水及びその周辺の環境に配慮するため、地区の土地形状を

考慮した適正な土地利用を行うとともに、特別文教・研究地区の趣

旨を踏まえた建築用途を誘導し、周辺環境に調和した景観が形成さ

れるよう建築物等の用途の制限、建築物の容積率の最高限度、壁面

の位置の制限、建築物等の高さの最高限度、建築物等の形態又は色

彩その他の意匠の制限、垣又はさくの構造の制限及び建築物の緑化

率の最低限度を定める。 

 

 

地区計画の目標・方針 



 

 

 

地 区 

区 分 

名  称 法政大学付属中・高等学校地区 

面  積 約２．７ｈａ 

建
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事
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建 築 物 等 の  

用 途 の 制 限 

 

 次に掲げる建築物以外は建築してはならない。 

１．建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号、以下「法」という。）別表第２

（い）項に規定する建築物 

２．法別表第２（は）項第２号に規定する大学、高等専門学校、専修学校そ

の他これらに類するもの 

３．法別表第２（は）項第４号に規定する老人福祉センター、児童厚生施設

その他これらに類するもの 

４．法別表第２（は）項第３号に規定する病院 

５．法別表第２（は）項第７号に規定する公益上必要な建築物で法施行令第

130 条の５の４に定めるもの 

６．前各号の建築物に付属するもの（法施行令第 130 条の５の５に定めるも

のを除く） 

建築物の容積率

の 最 高 限 度 
１５／１０ 

壁 面 の 位 置  

の 制 限 

建築物の外壁（出窓を含む）又はこれに代わる柱の面から敷地境界線まで

の距離は、次に掲げる数値以上とする。 

・ 高さが１２ｍ以下の建築物の部分         ２ｍ 

・ 高さが１２ｍを超え１７ｍ以下の建築物の部分   ３．５ｍ 

・ 高さが１７ｍを超え２０ｍ以下の建築物の部分   ５ｍ 

建築物等の高さ

の 最 高 限 度 

建築物の高さの最高限度は、２０ｍとする。ただし、建築物の外壁（出窓

を含む）又はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離を１５ｍ以上と

した建築物の部分の高さの最高限度は、２３ｍとする。 

建築物等の形態

又は色彩その他

の 意 匠 の 制 限 

 屋根、外壁等の形態及び色彩は、景観に配慮するとともに、良好な周辺環

境に調和し、落ち着いた形状・色あいのものとする。 

 屋外広告物は、地区の良好な環境及び景観に配慮したものとし、災害時の

安全性を確保するため腐朽又は破損しにくい材料を使用するとともに、落下

のおそれのないものとする。 

垣 又 は さ く  

の 構 造 の 制 限 

 道路等公共施設に接する部分に設置する垣又はさくの構造は、良好な景観

を形成するよう生垣又は透視可能で周辺環境と調和したフェンス等とする。

ただし、その基礎で地盤面からの高さが０．６ｍ以下のもの、あるいは門柱・

門扉にあってはこの限りでない。 

 また、敷地境界線に面して、土留め擁壁及び石垣等（以下「擁壁等」とい

う）を設置する場合は、敷地に付属する擁壁等からのはね出し及び敷地境界

線側の積み増しはしてはならない。 

建築物の緑化率

の 最 低 限 度 
     ２.５／１０ 

 

地区整備計画 



 

建築物の工事完了までの流れ 

建築工事着手の 30 日前までに地区計画の届出を行うことが必要です。 

●問い合わせ・届出先      

三鷹市都市整備部都市計画課 

〒181-8555 三鷹市野崎１－１－１ 

TEL：０４２２－４５－１１５１ 

   内線：２８１１、２８１４、２８１５ 

URL：http://www.city.mitaka.tokyo.jp/ 
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